
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

【
史　

料
】

　
　

近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』

 

末　

永　

國　

紀　
　

 

本　

村　

希　

代　
　

 

奥　

田　

以　

在　
　

　
『
木
曾
日
記
』
は
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
（
現
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
に
本
宅
を
構
え
る
近
江
商
人
、
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
三
代
目
、
西
村
市
郎
右
衛

門
安
則
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
村
市
郎
右
衛
門
家
は
武
蔵
国
葛
飾
郡
吉
川
（
現
、
埼
玉
県
吉
川
市
）
に
出
店
を
有
し
、
屋
号
を
幾
久
屋
と
称
し
た
。『
木

曾
日
記
』
は
全
三
巻
か
ら
な
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
第
一
巻
を
紹
介
す
る
。
第
二
巻
は
次
稿
、
第
三
巻
は
次
々
稿
に
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
ず
西
村
市
郎
右
衛
門
家
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
（
第
１
表
）。
西
村
市
郎
右
衛
門
家
は
、
近
江
源
氏
・
佐
々
木
氏
の
支
流
福
永
秀
高
の
後
裔
で
あ
る

と
い
う
西
村
徳
右
衛
門
家
を
本
家
と
す
る（
１
）。
初
代
市
郎
右
衛
門
安
詮
は
四
代
徳
右
衛
門
安
順
の
次
男
と
し
て
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
生
ま
れ
た
。
幼

名
を
豊
三
郎
と
い
う（
２
）。
本
家
徳
右
衛
門
家
は
、
出
店
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
和
年
間
に
は
す
で
に
武
蔵
国
葛
飾
郡
番
匠
免
（
現
、
埼
玉
県
三
郷
市
）
に

お
い
て
借
蔵
に
よ
る
酒
造
業
を
営
ん
で
お
り
、
安
永
年
間
に
同
郡
平
沼
（
現
、
埼
玉
県
吉
川
市
）
へ
出
店
を
新
た
に
構
え
る
に
い
た
っ
た（
３
）。
な
お
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
に
作
成
さ
れ
た
「
勘
定
目
録
書（

４
）」

を
見
る
と
、
番
匠
免
出
店
嵯
峨
屋
豊
三
郎
か
ら
江
州
日
野
本
家
西
村
徳
右
衛
門
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
初
代
市
郎
右
衛
門
は
当
初
、
本
家
と
共
に
生
計
を
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
初
代
市
郎
右
衛
門
が
本
家
か
ら
分
家
を
許
さ
れ
、
ま

た
吉
川
店
を
構
え
た
時
期
に
つ
い
て
は
不
明 

で
あ
る
。
た
だ
し
吉
川
と
平
沼
は
隣
接
し
て
お
り
、
両
家
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。

一　
（
一
三
六
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　

初
代
市
郎
右
衛
門
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
没
す
る
。
そ
の
際
の
「
譲
り
状（
５
）」
に
よ
る
と
、
吉
川
店
の
有
金
高
は
水
車
場
・
酢
醸
造
場
・
徳
用
金
を

あ
わ
せ
る
と
金
三
〇
四
二
両
二
分
に
の
ぼ
っ
た
。
な
お
水
車
場
は
溝
沼
（
現
、
埼
玉
県
朝
霞
市
）、
酢
醸
造
場
は
本
家
徳
右
衛
門
家
の
出
店
が
あ
っ
た
平
沼
に

存
在
し
、
そ
の
他
に
も
酒
造
場
を
彦
野
（
現
、
埼
玉
県
三
郷
市
）
に
有
し
て
い
た
。
初
代
市
郎
右
衛
門
は
本
家
同
様
、
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
初
代
市
郎
右
衛
門
の
死
後
、
同
家
を
継
い
だ
の
は
初
代
の
長
男
市
蔵
（
定
縁
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
代
市
郎
右
衛
門
定
縁
に
は
嗣
子
が
な
か
っ
た

た
め
、
蒲
生
郡
川
合
村
（
現
、
滋
賀
県
東
近
江
市
）
森
嶋
吉
兵
衛
の
四
男
与
四
郎
を
天
保
期
に
二
代
目
の
三
女
き
み
の
婿
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
た（
６
）。
こ
の

人
物
が
『
木
曾
日
記
』
の
作
者
、
後
の
三
代
西
村
市
郎
右
衛
門
安
則
で
あ
る
。

三
代
市
郎
右
衛
門
安
則

二　
（
一
三
五
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

　

全
三
巻
か
ら
な
る
『
木
曾
日
記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、第
一
巻
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）、第
二
巻
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、第
三
巻
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

の
作
と
な
っ
て
い
る
。
三
代
市
郎
右
衛
門
は
自
ら
を
菊
の
屋
（
菊
廼
屋
）
園
守
と
号
し
て
い
る
。
養
子
ら
し
く
幾
久
屋
の
園
を
守
る
と
い
う
意
気
込
み
が
伝

わ
る
雅
号
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
第
一
巻
は
、
本
宅
の
あ
る
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
を
天
保
六
年
五
月
四
日
に
出
発
し
、
中
山
道
を
通
り
、
同
月
十
五

日
に
武
蔵
国
葛
飾
郡
吉
川
の
出
店
へ
到
着
す
る
ま
で
の
、
全
十
二
日
間
に
わ
た
る
道
中
記
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
お
い
て
は
、
椙
原
保
な
る
人
物
に
よ
り

「
今
お
と
こ
あ
り
け
る
か
、
日
も
の
ゝ
里
を
う
ゐ
旅
立
し
て
吾
妻
の
方
へ
行
け
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
の
在
原
業
平
東

下
り
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
三
代
市
郎
右
衛
門
は
、
近
江
商
人
に
必
然
的
に
と
も
な
う
長
旅
の
労
苦
を
、
懐
郷
の
念
を
秘
め
た
俳
味
の
あ

る
和
歌
狂
歌
に
託
し
な
が
ら
旅
を
進
め
て
い
る
。
な
お
第
二
・
三
巻
に
お
い
て
は
漢
詩
な
ど
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
代
市
郎
右
衛
門
の
文
芸
へ
の
素
養

第
１
表　

西
村
市
郎
右
衛
門
家
歴
代
当
主

名　
　

前

幼　
　

名

生　
　

年

没　
　

年

備　
　

考

初
代
市
郎
右
衛
門
安
詮

豊
三
郎

延
享
２
年

（
一
七
四
五
）

文
化
５
年

（
一
八
〇
八
）

四
代
西
村
徳
右
衛
門
安
順
次
男

二
代
市
郎
右
衛
門
定
縁

市
蔵

安
永
７
年

（
一
七
七
八
）

嘉
永
３
年

（
一
八
五
〇
）

初
代
市
郎
右
衛
門
安
詮
長
男

三
代
市
郎
右
衛
門
安
則

与
四
郎
・
市
蔵

文
化
７
年

（
一
八
一
〇
）

慶
応
３
年

（
一
八
七
六
）

川
合
村
森
嶋
吉
兵
衛
四
男

（
為
七
）

天
保
３
年

（
一
八
三
二
）

文
久
元
年

（
一
八
六
一
）

西
生
来
村
川
島
八
左
衛
門
九
男

四
代
市
良
右
衛
門

千
太
郎

安
政
２
年

（
一
八
五
五
）

大
正
13
年

（
一
九
二
四
）

為
七
男

五
代
市
良
右
衛
門

森
五
郎

明
治
17
年

（
一
八
八
四
）

昭
和
13
年

（
一
九
三
八
）

蒲
生
郡
蒲
生
堂
村
安
井
九
右
衛
門
男

六
代
市
良
右
衛
門

英
男

明
治
44
年

（
一
九
一
一
）

平
成
６
年

（
一
九
九
四
）

蒲
生
郡
日
野
西
村
薫
男
次
男

出
典
：
私
家
版
「
西
村
市
郎
右
衛
門
家
系
譜
」。

 

・
為
七
は
家
督
相
続
せ
ず
。

 

・
明
治
５
年
の
戸
籍
編
成
の
際
、「
市
良
右
衛
門
」
と
登
録
に
よ
り
、「
市
郎
右
衛
門
」
か
ら
「
市
良
右
衛
門
」
と
な
る
。

三　
（
一
三
四
）



第
五
八
巻  

第
一
号

の
ほ
ど
を
う
か
が
え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
三
代
市
郎
右
衛
門
の
交
友
の
な
か
に
は
、
漢
詩
人
で
書
家
で
も
あ
る
間
中
雲
颿
が
い
る（
７
）。
雲
颿
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
生
ま
れ
で
、

養
子
に
入
っ
た
間
中
家
は
下
総
国
猿
島
郡
岩
井
村
（
現
、
茨
城
県
坂
東
市
）
の
代
々
の
名
主
で
あ
り
、
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
口
絵
に
掲
げ
た
三
代
市
郎

右
衛
門
の
肖
像
画
に
書
か
れ
た
安
政
庚
申
年
（
一
八
六
〇
）
の
賛
は
、
雲
颿
の
書
で
あ
り
、
両
者
に
交
遊
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
か
ら
は
、
当
時
の
近
江
商
人
の
旅
事
情
も
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
五
月
十
一
日
、
三
代
市
郎
右
衛
門
は
和
田
へ
宿

泊
し
て
い
る
。
そ
の
際
「
は
た
こ
せ
ん
こ
れ
迄
ハ
百
五
拾
文
に
て
あ
り
し
に
、
今
宵
ハ
百
七
拾
弐
文
な
り
」
と
、
宿
泊
代
金
が
い
つ
も
よ
り
高
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
近
世
期
の
風
俗
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
守
貞
謾
稿
』
に
よ
る
と
、
安
政
期
以
前
の
中
山
道
に
お
け
る
商
人
宿
代
金
は
、
一
四
八
文
が
相

場
で
あ
っ
た（
８
）。
こ
の
こ
と
は
旅
の
初
日
の
五
月
四
日
に
高
宮
へ
宿
泊
し
、「
来
て
見
れ
ハ
こ
ゝ
も
は
た
ご
ハ
百
五
十
」
と
、
狂
歌
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

も
確
認
出
来
よ
う
。
し
か
し
和
田
の
宿
に
つ
い
て
は
代
金
が
高
い
分
「
も
て
な
し
よ
か
り
し
」
と
、サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
五
月
六
日
、

三
代
市
郎
右
衛
門
は
鵜
沼
の
野
口
定
兵
衛
へ
宿
泊
し
て
い
る
。「
こ
ゝ
ハ
度
々
泊
り
し
家
に
て
饗
応
も
あ
し
か
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
野
口
定
兵
衛
は
懇

意
の
宿
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
近
江
商
人
に
と
っ
て
、
本
宅
と
出
店
と
の
往
来
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
西
村
市
郎
右
衛
門
家
は

日
野
大
当
番
仲
間
に
属
し
て
い
た
が（
９
）、
こ
の
旅
に
お
い
て
そ
の
定
宿
を
利
用
し
た
こ
と
は
確
認
出
来
な
い
。

　

ま
た
同
書
で
は
中
山
道
沿
い
に
暮
ら
す
人
々
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
五
月
四
日
は
端
午
の
節
句
の
前
日
で
あ
り
、
八
日
市
に
お
い
て
チ
マ

キ
を
つ
く
る
女
性
の
姿
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
五
日
は
垂
井
南
宮
大
社
の
祭
礼
と
出
会
し
て
お
り
、
祭
り
で
賑
わ
っ
た
後
の
人
々
を
「
夕
ざ
れ

ハ
草
臥
れ
に
け
ん
人
々
の 

か
ほ
ハ
青
墓
あ
し
ハ
赤
坂
」
と
、
夕
方
に
は
疲
れ
た
様
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
面
白
お
か
し
く
狂
歌
に
詠
ん
で
い
る
。

　

三
代
市
郎
右
衛
門
に
よ
る
『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
は
、筆
写
に
よ
っ
て
他
へ
も
流
布
し
て
い
た
。
武
蔵
国
児
玉
郡
下
阿
久
原
村
（
現
、埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
）

の
浅
見
家
に
は
「
東
下
り
旅
行
記
」
と
い
う
、『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
と
内
容
は
同
一
で
あ
る
が
、
文
言
の
異
な
る
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
る
文
書
が
残
さ
れ

て
い
る
。
浅
見
家
は
近
世
期
に
は
下
阿
久
原
村
に
お
け
る
寺
社
の
総
代
、明
治
期
に
は
阿
久
原
村
村
長
を
も
輩
出
す
る
家
で
あ
る
（
10
）

。
た
だ
し
浅
見
家
へ
「
東

下
り
旅
行
記
」
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
同
文
書
の
末
尾
に
「
紀
元
二
千
五
百
四
十
一
季
七
月
三
十
日 
明
治
十
四
辛
巳
年
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
期

四　
（
一
三
三
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

以
降
と
さ
れ
る
。『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
の
完
成
か
ら
は
か
な
り
年
を
経
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
が
時
を
経
て
も
伝
え
ら

れ
る
だ
け
の
完
成
度
の
高
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

凡
例

 

・
原
文
に
は
適
宜
読
点
「
、」
を
付
し
た
。

 

・
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
人
名
な
ど
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
原
文
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

 

・
か
な
は
現
行
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
た
。

 

・
意
味
が
通
じ
に
く
い
が
原
本
の
ま
ま
と
し
た
時
は
（
マ
マ
）
を
加
え
た
。

註（
１
）　

滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
編
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
臨
川
書
店
，
一
九
八
六
年
（
復
刻
版
）、
六
四
四
〜
六
四
五
頁
。

（
２
）　

私
家
版
「
西
村
徳
右
衛
門
家
系
譜
」
に
よ
る
と
、
徳
右
衛
門
安
順
は
四
代
徳
右
衛
門
で
は
な
く
、
三
代
徳
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）　

 

西
村
泰
郎
家
文
書
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
奉
申
上
候
」（#

1655

）。
な
お
同
文
書
に
は
「
徳
右
衛
門
義
ハ
生
国
江
州
日
野
町
百
姓
徳
助
弟
ニ
御
座
候
」

と
あ
る
。
徳
助
と
は
初
代
市
郎
右
衛
門
の
兄
、
つ
ま
り
五
代
徳
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
代
市
郎
右
衛
門
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
一

時
的
に
本
家
徳
右
衛
門
家
の
当
主
と
な
り
、
そ
の
後
分
家
し
、
市
郎
右
衛
門
家
を
構
え
る
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
村
泰
郎
家
文
書
の
番

号
に
つ
い
て
は
「
西
村
泰
郎
家
文
書
目
録
」
に
よ
る
。

（
４
）　

西
村
泰
郎
家
文
書
「
勘
定
目
録
書
」（#

379

）。

（
５
）　

西
村
泰
郎
家
文
書
「
譲
り
状
」（#

468

）。

（
６
）　

私
家
版
「
菊
廼
屋
園
守
略
歴
」。

（
11
）

五　
（
一
三
二
）



第
五
八
巻  

第
一
号

（
７
）　

間
中
雲
颿
に
つ
い
て
は
、
互
隆
雄
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
私
家
版
「
北
総
の
漢
詩
人　

間
中
雲
颿
」
に
よ
っ
た
。

（
８
）　

喜
田
川
守
貞
著
・
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
志
』
一
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
二
一
八
頁
。

（
９
）　

滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
（
復
刻
版
）、
三
七
九
頁
。

（
10
）　

 

浅
見
家
文
書
「
東
下
り
旅
行
記
」（＃

N
-549

）。
浅
見
家
の
「
東
下
り
旅
行
記
」
で
は
『
木
曾
日
記
』
第
一
巻
の
序
文
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、

浅
見
家
文
書
の
番
号
及
び
、
浅
見
家
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
立
文
書
館
『
白
石
家
・
浅
見
家
文
書
目
録
』、
一
九
七
三
年
に
よ
る
。

（
11
）　

前
掲
、「
東
下
り
旅
行
記
」（
埼
玉
県
立
文
書
館
の
解
読
に
よ
る
）。

な
お
本
稿
は
、
平
成
一
七
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

六　
（
一
三
一
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

 
「（
表
紙
）

木
曾
日
記　

一
」

　
　
　

木
曾
日
記
序

今
お
と
こ
あ
り
け
る
か
、
日
も
の
ゝ
里
を
う
ゐ
、
旅
立
し
て
吾
妻
の
方
へ
行
け
る
、
其
道
々
に
さ
れ
歌
よ
み
て
ひ
と
つ
の
草
紙
と
ハ
な
し
た
り
け
る
、
短

夜
の
寝
覚
に
桟
道
の
危
き
を
越
ゆ
る
中
に
も
、
本
山
に
鳴
郭
公
山
田
の
蛙
の
声
も
皆
歌
な
り
、
ち
か
ら
を
も
入
れ
す
し
て
雨
降
の
ミ
の
笠
を
な
か

く
し

く
も
間
に
あ
わハ

せ
、
目
に
見
へえ

ぬ
神
仏
を
願
ひ
ち
ら
し
、
武
き
も
の
ゝ
ふ
の
跡
を
も
噛
ミ
ま
ハ
し
、
若
き
土
女
の
こ
ゝ
ろ
を
も
と
ろ
か
し
、
在
五
中
将
の

東
下
り
の
物
語
り
も
反
古
篭
に
か
く
れ
た
る
ハ
こ
の
草
紙
な
り
、
千
早
振
か
ミ
五
文
字
よ
り
末
七
文
字
に
い
た
る
ま
て
、
ぬ
は
玉
の
や
ミ
雲
に
云
ち
ら
し

た
る
に
ハ
あ
ら
て
、
呉
竹
の
世
々
に
名
た
つ
る
人
々
の
真
似
し
て
、
あ
し
引
の
山
川
越
へ
て
東
路
に
幾
日
経
ぬ
ら
ん
、
旅
衣
の
虱
を
払
ら
ひ
て
木
曾
日
記

と
な
せ
る
は
し
に
、
千
代
の
古
る
道
古
る
め
か
し
く
も
、

の
は
し
か
き
百
羽
か
き
垣
根
の
木
の
葉
か
き
集
め
た
る
に
さ
も
似
た
る
か
も

　
　

爾
時
あ
め
や
す
ん
す
る
八
ツ
の
年
の
春
の
頃
な
り
け
り

椙
原
保　

述

天
保
む
つ
の
と
し
さ
つ
き
初
の
四
日
、
又
々
東
に
下
る
と
て
人
々
に
送
ら
れ
、
互
に
い
と
ま
こ
ひ
し
て
立
別
れ
ぬ
、
去
に
て
も
活ナ
リ
ハ
イ業
と
ハ
云
な
か
ら
、
生

れ
し
国
を
は
な
れ
親
し
き
友
と
ち
に
別
れ
て
、
遠
つ
境
に
赴
く
こ
と
更
に
心
に
快
か
ら
す

　
　
　

下
り
て
ハ
の
ぼ
る
も
の
と
ハ
し
り
な
か
ら

　
　
　

猶
う
ら
め
し
き
い
と
ま
こ
ひ
か
な

八
日
市
迄
来
ぬ
れ
ハ
、
宵
節
句
と
て
女
お
ほ
く
つ
ど
ひ
、
粽チ

マ
キま
き
居
し
を
見
て
、
こ
ぞ
の
け
ふ
ハ
家
に
あ
り
て
、
わ
れ
も
か
ゝ
る
わ
ざ
な
し
ゝ
を
思
ひ

七　
（
一
三
〇
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

思
ひ
出
て
又
く
り
返
す
を
た
ま
き
の

　
　
　

ち
ま
き
ま
き
に
し
宵
の
む
つ
こ
と

こ
の
夜
ハ
高
宮
の
駅
、
玉
屋
と
い
へ
る
に
宿
か
り
ぬ
、
さ
ま
で
の
饗
応
ハ
あ
ら
ね
と
も
、
又
あ
し
ゝ
と
も
い
ふ
ま
じ
く
、
か
の
一
休
禅
師
の
住
吉
ま
ふ
で

に
ハ
あ
ら
ね
と
も

　
　
　

来
て
見
れ
ハ
こ
ゝ
も
は
た
ご
ハ
百
五
十

　
　
　

何
た
か
ミ
や
と
人
の
い
ふ
ら
む

五
日
○
朝
ま
た
き
に
高
宮
を
出
、
多
賀
の
社
を
遙
に
ふ
し
拝
ミ
、
鳥
井
本
を
過ヨ
ギ

り
す
り
は
り
の
峠
に
登
り
て

　
　
　

古
郷
も
こ
ん
と
し
迄
の
名
残
そ
と

　
　
　

う
ら
み
か
ほ
に
て
か
へ
り
ミ
つ
海

こ
の
頃
ハ
夜
ミ
し
か
に
て
い
と
ね
む
く
あ
り
し
が
、
醒
井
の
銭
屋
に
て
茶
漬
を
た
う
べ

　
　
　

か
い
さ
ぐ
る
腰
巾
着
の
銭
屋
に
て

　
　
　

夕
べ
の
夢
も
今
ハ
さ
め
が
井

八　
（
一
二
九
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

ね
も
の
か
た
り
に
て

　
　
　

さ
ら
ぬ
た
に
思
ひ
出
つ
ゝ
恋
し
き
に

　
　
　

ね
も
の
か
た
り
の
名
ぞ
う
ら
め
し
き

近
江
路
を
は
な
れ
て
を
の
か
美
濃
わ
さ
や
幾
た
ひ
か
ゝ
る
う
き
思
ひ
、
た
ら
ち
ね
今
須
古
郷
ハ
雲
か
煙
に
う
づ
も
れ
て
、
今
ハ
歎
く
に
よ
し
な
し
と
、
心

ハ
さ
き
へ
関
か
原
、
あ
し
の
垂
井
も
打
ち
こ
ら
へ
、
赤
坂
に
着
て
泊
り
ぬ

け
ふ
ハ
南
宮
の
御
祭
礼
と
て
垂
井
よ
り
い
と
賑
ハ
し
く
、
夕
暮
ち
か
く
こ
の
あ
た
り
へ
帰
る
人
々
ハ
ミ
な
草
臥
れ
し
あ
り
さ
ま
を
見
て

　
　
　

夕
ざ
れ
ハ
草
臥
れ
に
け
ん
人
々
の

　
　
　

か
ほ
ハ
青
墓
あ
し
ハ
赤
坂

六
日
○
赤
坂
を
出
て
呂
久
川
を
打
渡
り
ぬ
、
こ
の
あ
た
り
ハ
さ
い
つ
頃
の
霖
雨
に
水
押
て
、
麦
も
菜
も
そ
こ
な
い
し
を
見
て

　
　
　

ろ
く
川
の
水
に
お
さ
れ
て
ろ
く

く
に

　
　
　

み
の
ら
で
麦
ハ
み
な
た
ね
も
な
し

美ミ

エ

ジ
江
寺
に
着
ぬ
、
け
ふ
ハ
空
か
き
曇
り
四
方
の
山
々
も
見
え
さ
れ
ハ

九　
（
一
二
八
）

か



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

古
郷
の
山
た
に
今
ハ
よ
も
み
え
じ

　
　
　

日
に
遠
さ
か
る
旅
に
し
あ
れ
ハ

河ガ
ウ
ド渡
川
も
打
わ
た
り
、
加
納
ち
か
く
来
ぬ
れ
ハ
、
み
ち
の
か
た
ハ
ら
な
る
家
に
う
る
ハ
し
き
少
女
の
絹
は
た
お
り
居
し
を
窓
よ
り
さ
し
の
ぞ
き
、
い
み
し

く
も
お
れ
る
も
の
か
な
と
心
も
う
か
れ

　
　
　

い
と
す
ぢ
も
み
た
れ
ぬ
御
代
に
機
お
れ
る

　
　
　

を
と
め
の
す
か
た
し
ば
し
な
か
め
ん

名
残
を
し
く
も
立
出
て
加
納
の
駅
に
憩
ひ
つ
ゝ
、
猶
お
も
か
け
の
忘
ら
れ
す

　
　
　

何
事
も
ね
か
ひ
加
納
の
宿
な
ら
ハ

　
　
　

機
お
る
人
に
あ
ふ
こ
と
も
が
な

わ
ら
し
の
紐
を
結
ひ
添
、
笠
打
掩お
ほ

ひ
杖
を
ひ
き
、
加
納
の
宿
も
立
出
れ
ハ
、
左
に
見
ゆ
る
岐ギ

阜フ

の
山
、
む
か
し
信
長
公
の
住
玉
ひ
し
所
と
き
ゝ

　
　
　

金
花
山
む
か
し
の
光
り
き
え
は
て
ゝ

　
　
　

今
ハ
蛙
の
小
田
に
な
く
の
ミ

一
〇　
（
一
二
七
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

漸
鵜
沼
に
着
て
野
口
定
兵
衛
と
い
ふ
家
に
泊
り
ぬ
、
こ
ゝ
ハ
度
々
泊
り
し
家
に
て
饗
応
も
あ
し
か
ら
ず
、
さ
る
に
あ
か
り
床
の
う
へ
に
芦あ
し

に
雁か
り

の
ら
ん
ま

を
入
た
り

　
　
　

く
る
度
に
宿
ハ
野
口
と
定
兵
衛
に

　
　
　

あ
し
か
り
な
ん
と
た
れ
か
思
は
ん

座
敷
よ
り
犬
山
の
御
城
を
見
て

　
　
　

夕
暮
に
瓦
ハ
黒
く
壁
白
く

　
　
　

ぶ
ち
に
ぞ
見
ゆ
る
犬
山
の
城

七
日
○
鵜
沼
を
立
出
て
岩
屋
の
観
音
に
ま
ふ
と
て

　
　
　

人
し
ら
ぬ
わ
か
数
々
の
ね
き
こ
と
を

　
　
　

こ
ゝ
に
い
は
や
の
南
無
観
世
音

大
田
川
の
渡
し
場
に
来
て
藤
㟢
ぬ
し
の
溺
れ
し
こ
と
を
思
ひ
、
又
年
月
の
は
や
き
を
歎
き
そ
ゝ
ろ
に
あ
ハ
れ
を
催
ふ
し
て

　
　
　

行
も
の
ハ
か
く
の
こ
と
き
か
大
田
川

一
一　
（
一
二
六
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

お
ぼ
れ
し
人
は
は
や
ミ
と
せ
へ
つ

伏
見
に
着
て

　
　
　

憩
ひ
ぬ
れ
ハ
ま
つ
茶
を
ひ
と
つ
呉
竹
の

　
　
　

ふ
し
ミ
の
さ
と
の
茶
屋
の
少
女
子

み
た
け
に
来
て
薬
師
堂
に
ま
ふ
で
ぬ
、
こ
の
て
ら
ハ
む
か
し
飛
騨
の
た
く
み
な
る
人
の
建
し
御
寺
な
り
と
云
伝
へ
ぬ
、
さ
れ
と
も
軒
い
と
ひ
き
し
幾
年
を

ふ
る
で
ら
な
れ
ハ

　
　
　

み
た
け
ひ
く
き
御
堂
の
軒
ハ
こ
け
む
し
て

　
　
　

其
ま
ゝ
る
り
の
光
り
や
す
め
り

細
久
手
に
来
て
笹
屋
に
い
こ
ひ

　
　
　

笹
屋
て
ふ
茶
屋
の
女
を
来
て
ミ
れ
ハ

　
　
　

ほ
そ
く
て
な
ら
で
尻
ハ
ふ
と
く
て

け
ふ
ハ
朝
よ
り
霽
か
た
き
空
な
り
し
か
、
大
田
に
来
て
少
し
ふ
り
出
ぬ
れ
と
、
早
く
も
や
ミ
に
け
れ
ハ
、
雨
衣
を
出
さ
で
来
し
が
、
ほ
そ
く
て
を
立
出
る

一
二　
（
一
二
五
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

と
又
降
出
し
、
せ
ん
か
た
な
く
あ
ま
き
ぬ
を
打
掩
ひ
ぬ
る
に
を
や
ミ
な
く
ふ
り
け
れ
ハ

　
　
　

さ
ら
ぬ
だ
に
ぬ
る
ゝ
袂
を
五
月
雨
の

　
　
　

ふ
る
さ
と
遠
き
旅
の
夕
暮

大
く
て
に
着
、
山
城
屋
に
泊
ま
り
ぬ
、
ひ
と
夜
天
井
に
て
鼠
の
い
た
く
さ
ハ
ぎ
け
れ
ハ

　
　
　

山
城
屋
泊
り
の
客
ハ
す
く
な
く
て

　
　
　

た
ゝ
天
井
に
鼠
大
く
て

八
日
○
続
て
雨
降
ぬ
、
十
三
峠
を
よ
ぢ
て
槙
か
ね
ま
で
来
ぬ
れ
ハ
漸
雨
や
ミ
ぬ
、
木
眞
亭
と
い
へ
る
に
い
こ
ひ
て
四
方
の
気
色
を
ミ
て

　
　
　

五
月
雨
の
は
れ
間
に
四
方
を
見
渡
せ
ハ

　
　
　

遠
近
山
を
雲
の
ま
き
か
ね

十
三
と
う
げ
を
下
り
西
行
塚
を
見
て

　
　
　

い
か
な
れ
バ
西
に
ハ
ゆ
か
で
東
路
の

　
　
　

こ
の
山
か
け
に
跡
や
と
め
け
ん

一
三　
（
一
二
四
）



第
五
八
巻  

第
一
号

大
井
に
つ
き
ぬ

　
　
　

の
れ
と
い
ふ
を
き
か
ず
に
ゆ
け
バ
う
し
ろ
よ
り

　
　
　

大
井

く
と
よ
ば
る
馬
か
た

中
津
川
に
着
て
東
屋
と
い
へ
る
家
に
憩
ひ
ぬ
れ
バ
、
い
と
ふ
る
び
た
る
女
の
白
湯
の
こ
と
き
茶
を
持
出
け
れ
ハ

　
　
　

い
か
な
れ
ハ
茶
に
も
人
に
も
か
く
ば
か
り

　
　
　

色
香
ハ
さ
ら
に
中
津
川
と
ハ

今
ま
て
ハ
雨
や
ミ
て
あ
り
し
か
落
合
に
来
て
又
降
出
し
ぬ

　
　
　

漸
と
や
ミ
に
し
も
の
を
こ
ゝ
に
き
て

　
　
　

又
は
ら

く
と
雨
の
落
合

程
な
く
雨
や
ミ
ぬ
、
夫
よ
り
十
石
峠
に
よ
ち
登
れ
ハ
又
ふ
り
出
し
ぬ
、
此
所
ハ
美
濃
と
信
濃
の
境
な
れ
ハ

　
　
　

五
月
雨
ハ
人
の
涙
か
を
の
が
み
の

　
　
　

た
ひ
を
信
濃
に
ふ
り
ミ
ふ
ら
ず
ミ

一
四　
（
一
二
三
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

馬マ
ゴ
メ篭
を
過
妻ツ
マ
ゴ篭
に
着
ぬ
、
け
ふ
ハ
元
よ
り
此
宿
に
泊
り
な
ん
と
思
ひ
し
に
、
ま
だ
日
の
高
く
あ
れ
ハ
人
々
の
意
に
ま
か
せ
、
や
が
て
妻
篭
を
立
出
ぬ

　
　
　

妻
こ
め
し
宿
と
聞
て
ハ
な
つ
か
し
や

　
　
　

ひ
と
夜
あ
か
し
て
か
た
り
て
ん
も
の
を

み
ど
の
に
着
て
泊
り
ぬ
、
山
田
の
蛙
あ
ま
た
な
き
て
淋
し
き
声
に
ハ
あ
ら
ね
と
も
、
何
と
や
ら
哀
を
催
ふ
し

　
　
　

手
枕
に
は
や
ま
と
ろ
め
ハ
古
郷
の

　
　
　

夢
を
み
と
の
に
蛙
な
く
な
る

　
　
　

信
濃
路
の
山
田
の
蛙
声
々
に

　
　
　

か
へ
れ

く
と
な
く
か
と
そ
思
ふ

九
日
○
み
ど
の
を
立
出
ぬ
、
今
朝
ハ
空
快
く
は
れ
て
殊
さ
ら
に
寒
け
れ
ハ
、
こ
り
の
う
ち
な
る
衣
を
取
出
し
打
掩
ひ
、
野
尻
ま
て
来
ぬ
れ
ハ
辰
の
な
か
バ

に
も
な
り
ぬ
、
又
さ
ら
に
暑
さ
を
催
ふ
し
け
れ
ハ
、
衣
を
ぬ
き
て
こ
り
に
お
さ
め
な
と
す
る
に
、
は
や
人
々
の
出
行
バ

　
　
　

た
と
り
来
て
花
屋
の
下
女
の
尻
を
だ
に

　
　
　

ミ
る
ま
も
な
く
て
い
そ
き
出
ゆ
く

一
五　
（
一
二
二
）



第
五
八
巻  

第
一
号

須
原
の
柏
屋
に
来
て

　
　
　

く
た
ひ
れ
て
ま
つ
一（
マ
マ
）ふ
を
す
ハ
ら
宿

　
　
　

そ
の
た
ば
こ
ほ
ん
こ
ゝ
へ
か
し
ハ
や

此
あ
た
り
ハ
す
べ
て
木
曾
川
の
流
れ
に
添
ふ
て
登
り
ぬ
、
凡
旅
ハ
物
う
き
な
ら
ひ
に
て
心
淋
し
き
も
の
な
れ
ハ
、
暫
く
あ
ゆ
ミ
を
留
て
川
の
流
れ
を
ミ
れ

ハ
、
水
の
た
ゝ
え
し
所
ハ
そ
の
色
藍
の
こ
と
く
、
又
岩
に
せ
か
れ
石
を
走
ら
し
て
別
れ

く
に
流
る
ゝ
時
ハ
色
さ
ら
に
な
し
、
親
し
き
人
と
て
も
別
れ
て

ハ
か
く
や
あ
ら
ん
と
打
歎
き

　
　
　

よ
り
て
こ
く
別
れ
て
薄
し
谷
川
の

　
　
　

水
の
流
れ
と
人
の
こ
ゝ
ろ
ハ

扨
し
も
あ
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ハ
せ
ん
か
た
な
く
も
あ
し
曳
の
山
又
山
路
打
廻
り
、
小
野
の
滝
に
着
ぬ

　
　
　

源
ハ
小
野
か
雲
井
か
し
ら
滝
の

　
　
　

を
つ
れ
ハ
お
な
じ
木
曾
川
の
水

寝ネ
ザ
メ覚
に
き
て

一
六　
（
一
二
一
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

　
　
　

信
濃
路
の
う
き
ね
の
床
の
寝
覚
に
も

　
　
　

わ
す
れ
ぬ
も
の
ハ
人
の
お
も
か
け

木
曾
路
に
名
高
き
桟
に
て

　
　
　

幾
た
び
か
こ
ゝ
に
木
曾
路
の
山
つ
た
ひ

　
　
　

命
を
的
に
か
け
は
し
そ
う
き

福
嶋
に
来
て
き
ぬ
や
に
泊
り
ぬ

　
　
　

夏
旅
ハ
し
ば

く
汗
を
ふ
く
嶋
に

　
　
　

母
の
あ
た
へ
し
き
ぬ
や
よ
ご
る
ゝ

十
日
○
ふ
く
嶋
を
出
、
宮
の
越コ

シ

を
過
行
ハ
道
の
傍
に
木
曾
殿
の
石
牌
あ
り

　
　
　

身
の
た
め
に
旅
ハ
木
曾
路
も
よ
し
仲
の

　
　
　

い
し
ふ
ミ
こ
ゝ
に
き
て
み
や
の
こ
し

幾
日
の
旅
に
身
も
や
つ
れ
心
も
細
る
山
か
げ
や
、
か
ゝ
る
思
ひ
を
又
た
れ
に
つ
げ
の
櫛
、
う
る
や
ご
は
ら
も
跡
に
見
な
し
て
立
出
つ
、
鳥
井
峠
も
打
越
て

一
七　
（
一
二
〇
）



第
五
八
巻  

第
一
号

な
ら
井
の
駅
に
憩
は
ん
と
し
て
い
こ
ハ
ず

　
　
　

夢
に
帰
り
う
つ
ゝ
に
ゆ
き
て
杖
を
だ
に

　
　
　

と
ゝ
め
あ
へ
ぬ
ハ
旅
の
な
ら
井
か

漸
煮ニ
エ

川
に
来
て
瓢ヘ
ウ
タ
ン箪
屋
と
い
へ
る
茶
屋
に
い
こ
ひ
け
る
に
、
豆
を
煮
る
と
て
大
き
な
る
鍋
に
ち
い
さ
き
ふ
た
を
し
て
、
し
き
り
に
煮
上
り
し
か
ハ
、
い
と

お
か
し
く
思
ひ

　
　
　

ぐ
つ

く
と
豆
煮ニ
エ

川
へ
へ
う
た
ん
を

　
　
　

け
こ
み
し
こ
と
く
な
べ
ふ
た
ハ
う
く

本
山
に
き
て
初
め
て
郭
公
を
き
く

　
　
　

い
み
し
く
も
な
く
郭
公
な
れ
ハ
本

　
　
　

山
が
そ
た
ち
の
も
の
に
し
あ
れ
と

洗セ

馬バ

に
来
て
泊
り
ぬ
、
さ
る
に
ふ
ろ
の
湯
の
い
た
く
に
ご
り
て
あ
り
し
か
ハ

　
　
　

木
曾
殿
の
馬
あ
ら
ひ
て
や
か
く
は
か
り

一
八　
（
一
一
九
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

　
　
　

ふ
ろ
の
ゆ
に
こ
る
洗
馬
の
は
た
こ
や

十
一
日
○
洗
馬
を
立
て
桔
梗
か
は
ら
を
打
越
、
塩
尻
に
い
こ
ひ
ぬ

　
　
　

思
ひ
き
や
茶
屋
の
女
に
塩
な
く
て

　
　
　

た
ゝ
尻
は
か
り
ぬ
つ
と
出
ん
と
ハ

と
ミ
に
塩
尻
を
立
出
て
又
山
路
に
か
ゝ
り
ぬ
れ
ハ
、
躑ツ
ヽ
ヂ躅
の
花
の
い
と
う
つ
く
し
く
谷
々
に
咲
け
る
を
見
て

　
　
　

一
し
ほ
に
詠
め
ハ
ふ
か
し
花
つ
ゝ
ぢ

　
　
　

や
し
ほ
に
染
る
塩
尻
の
山

夫
よ
り
よ
つ
屋
に
い
こ
ひ
、
近
道
を
行
て
諏ス

方ハ

の
社
に
ま
ふ
で

　
　
　

心
た
に
誠
の
ミ
ち
に
か
な
ひ
な
バ

　
　
　

近
道
き
て
も
神
ハ
と
が
め
じ

和
田
峠
に
の
ほ
り

一
九　
（
一
一
八
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

是
ほ
と
に
高
く
の
ぼ
れ
と
久
か
た
の

　
　
　

そ
ら
ハ
い
よ

く
と
う
げ
に
ぞ
見
ゆ

　
　
　

う
つ
む
い
て
郭
公
き
く
峠
か
な

な
と
口
す
さ
み
つ
ゝ
、
峠
を
下
り
和
田
の
駅
に
つ
き
永
井
喜
左
衛
門
と
い
へ
る
に
宿
か
り
ぬ
、
然
る
に
は
た
こ
せ
ん
こ
れ
迄
ハ
百
五
拾
文
に
て
あ
り
し
に
、

今
宵
ハ
百
七
拾
弐
文
な
り
と
い
へ
り
、
さ
れ
と
も
そ
れ
ほ
と
の
こ
と
ハ
あ
り
て
も
て
な
し
よ
か
り
し
か
バ

　
　
　

出
す
銭
ハ
な
か
井
な
れ
と
も
和
田
の
や
と

　
　
　

御
ぜ
ん
も
夜
具
も
至
極
よ
し
盛

十
二
日
○
長
窪
を
経へ

、
芦あ
し
た田
に
つ
き
て
大
あ
く
び
し
て

　
　
　

此
こ
ろ
の
日
の
長
窪
に
あ
し
た
よ
り

　
　
　

夕
べ
を
か
け
て
幾
日
来
ぬ
ら
む

望
月
八
幡
も
打
越
、
塩
名
田
を
す
ぎ
岩
村
田
に
き
て

　
　
　

信
濃
路
の
つ
ゝ
く
深
山
を
塩
灘ナ
ダ

と

二
〇　
（
一
一
七
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

　
　
　

い
づ
く
の
人
の
い
は
む
ら
田
宿

小
田
井
に
来
て

　
　
　

こ
ゝ
は
小
田
井
わ
れ
ハ
ね
む
た
い
道
か
た
い

　
　
　

あ
し
が
い
た
い
に
ひ
と
つ
呑
み
た
い

追
分
の
原
に
て
日
野
安
井
ぬ
し
の
帰
国
に
逢
ぬ

　
　
　

つ
ゝ
か
な
く
帰
れ
や
君
ハ
古
郷
へ

　
　
　

わ
れ
ハ
東
へ
追
分
の
は
ら

左
に
浅
間
山
見
ゆ
る
、
け
ふ
ハ
空
か
き
曇ク

モ

り
て
麓
の
ミ
見
え
し
か
ハ

　
　
　

浅
間
山
ミ
ね
の
け
ふ
り
も
し
ら
雲
の

　
　
　

深
間
に
い
り
て
け
ふ
ハ
か
く
れ
つ

沓
掛
を
過
、
軽
井
沢
に
着
ぬ
れ
ハ
、
日
も
す
て
に
暮
て
殊
更
に
く
た
ひ
れ
け
れ
ハ

二
一　
（
一
一
六
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

か
く
迄
に
荷
物
も
あ
し
も
重
い
も
の
を

　
　
　

か
る
井
沢
と
ハ
聞
も
う
た
て
し

十
三
日
○
け
ふ
も
空
打
曇
り
今
に
も
雨
ふ
ら
ん
け
し
き
な
れ
と
も
、
軽
井
沢
を
立
出
て
碓
氷
峠
に
打
登
り
、
上
野
の
方
を
見
お
ろ
し
て

　
　
　

上
野
の
雲
ハ
こ
ひ
と
も
う
す
い
と
も

　
　
　

新
町
迄
ハ
ゆ
く
と
貞
光

旧
嶺
を
下
り
坂
本
を
打
過
、
松
井
田
に
憩
ひ
、
爰こ
ゝ

に
て
帰
り
馬
を
値
イ
や
す
く
定
め
、
馬
子
に
打
向
ひ
て

　
　
　

な
れ
馬
を
と
く
こ
し
ら
へ
て
引
来
れ

　
　
　

わ
れ
ハ
し
は
ら
く
こ
ゝ
に
松
井
田

安
中
に
着
、
馬
よ
り
を
り
ぬ
、
け
ふ
ハ
十
三
里
ほ
と
の
道
な
れ
ハ
、
殊
に
心
も
い
そ
か
し
く
詠
め
案
す
る
ひ
ま
も
な
く
、
あ
し
の
板
鼻
た
へ
し
の
び
、
夏

の
日
あ
し
の
高
崎
も
く
る
れ
ハ
、
軈
て
倉
ヶ
野
に
な
ら
ぬ
ひ
ま
に
と
急
き
つ
ゝ
、
新
町
宿
に
着
に
け
り
○
急
き
候
ほ
と
に
是
ハ
は
や
新
町
宿
に
着
て
候
、

日
の
暮
て
候
へ
ハ
宿
り
を
求
め
ん
と
思
ひ
候
へ
共
、
今
夜
の
定
宿
ハ
崎
玉
や
と
申
し
て
こ
ゝ
ら
よ
り
ハ
ま
だ
殊
の
外
遠
く
候

　
　
　

新
町
に
日
く
れ
て
つ
け
ど
定
宿
ハ

　
　
　

ま
だ

く
ず
つ
と
㟢
玉
屋
な
り

二
二　
（
一
一
五
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

十
四
日
○
け
ふ
ハ
朝
ま
だ
き
よ
り
雨
ふ
り
て
、
む
さ
し
き
た
な
し
す
べ
り
ミ
ち
、
う
そ
に
ハ
あ
ら
で
本
庄
に
く
た
び
れ
に
け
り
、
泥
水
や
馬マ
ク
ソ糞
の
汁
の

深フ
カ
ヤ谷
を
も
過
て
、
程
な
く
岡
部
に
て　

岡
部
六
弥
太
忠
純
の
旧
跡
あ
り

　
　
　

お
か
べ
だ
に
六
弥
太
く
ハ
で
雨
の
日
ハ

　
　
　

た
ゞ
す
み
染
の
合
羽
き
て
ゆ
く

熊
谷
の
堤
に
て

　
　
　

雨
衣
ハ
あ
つ
も
り
な
れ
と
熊
谷
に

　
　
　

ふ
る
五
月
雨
ぞ
つ
き
と
ふ
し
け
る

暮
て
鴻
の
巣
に
泊
り
ぬ

　
　
　

五
月
雨
に
ぬ
れ
に
そ
濡
し
旅
こ
ろ
も

　
　
　

こ
れ
を
ど
う
し
や
う
か
う
の
す
の
や
ど

十
五
日
○
今
日
も
つ
ゞ
い
て
降
け
れ
と
も
、
せ
ん
方
な
く
も
宿
を
出
ぬ
れ
て
、
哀ア

ハ

れ
の
五
月
雨
や
軒ノ
キ

に
う
け
た
る
、
桶
川
も
過
て
御
江
戸
を
余
所
に
ミ
つ
、

葎
し
げ
れ
る
細
道
を
た
と
り

く
て
岩
槻ツ
キ

に
き
ぬ

二
三　
（
一
一
四
）



第
五
八
巻  

第
一
号

　
　
　

お
と
な
し
く
む
す
め
の
御
茶
を
汲
出
て

　
　
　

嘸
お
つ
か
れ
と
岩
つ
き
の
茶
屋

越
ヶ
谷ヤ

に
来
て

　
　
　

近
江
路
を
立
出
て
よ
り
け
ふ
迄
に

　
　
　

幾
山
川
を
越
ヶ
谷
に
き
つ

日
く
れ
て
漸
つ
ゝ
か
な
く
吉
川
に
着
ぬ

　
　
　

幾
日
へ
て
こ
ゝ
に
幾
久
屋
の
宿
な
れ
ハ

　
　
　

く
た
び
れ
し
と
て
今
ハ
よ
し
川

目
出
度
か
し
く

　
　

天
保
六
年
未
五
月
記

 

菊
の
屋
園
守　

印

弥
生
の
は
し
め
い
と
う
る
ハ
し
く
綻
ひ
か
ゝ
り
し
桜
を
庭
に
う
つ
し
、
か
く
み
や
び
た
る
花
の
む
く
つ
け
き
わ
れ
ら
の
な
か
め
と
な
り
、
花
の
思
は
ん
こ

二
四　
（
一
一
三
）



近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

一
』（
末
永
・
本
村
・
奥
田
）

と
も
は
づ
か
し
け
れ
と
も

　
　
　

う
つ
し
植
て
花
の
心
に
染
ず
と
も

　
　
　

わ
れ
こ
そ
今
ハ
な
れ
が
ぬ
し
な
れ

か
く
ハ
打
吟
し
朝
な
夕
な
目
か
れ
も
せ
す
詠
め
し
に
、
あ
る
夜
は
け
し
く
嵐
し
て
次
の
朝
起
出
て
ミ
れ
ハ
、
あ
さ
ま
し
く
も
ち
り
う
せ
て
見
る
か
け
も
な

き
哀
れ
の
あ
り
さ
ま
、
寔
に
生
者
必
滅
会
者
定
離
の
理
り
忽
ち
に
心
悟
り
て

　
　
　

ち
り
て
こ
そ
今
ハ
な
か

く
う
れ
し
け
れ

　
　
　

心
に
か
ゝ
る
雨
風
も
な
し

印
印

二
五　
（
一
一
二
）
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